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第７回あきる野市総合計画審議会（令和 3年 6月 10 日書面開催）

第二次あきる野市総合計画基本計画（素案）に対するご意見と回答について（審議会版）

第１章：都市整備分野

頁 指摘事項 市回答

2 第 1節快適で住み続けられる都市づくりの推進
（指摘箇所）
現状と課題３ 震災・風水害等に備えた防災まちづくり
や圏央道の整備効果等を生かし
た産業機能・拠点機能の強化など、市域全域の課題を踏
まえ、市街化区域及び市街化調整区域における適正な土
地利用を誘導する必要があります。

↓
震災・風水害、土砂災害等の自然災害に備えた防災まち
づくりの強化、また圏央道の整備効果等を生かした産業
機能・拠点機能の強化などを市全域に渡る課題と捉え、
市街化区域及び市街化調整区域における適正な土地利用
を促進する必要があります。

市の回答
現在の「震災・風水害」の表記は、国が進める「防災ま
ちづくり」の対象とする基本的な災害が、地震や豪雨（ゲ
リラ豪雨、台風）としており、土砂災害はこれらに伴い
発生すること、本市の地域防災計画が、震災編、風水害
等編となっていること、地震や強風、豪雨が市内の全域
に影響を及ぼす災害であることに由来しております。土
砂災害も想定しておりますことから、標記は現状のまま
とさせていただきます。

＜上記を指摘する理由＞
なぜ私が「土砂災害等」に備えた防災まちづくりを提起
したのか、それは甚大な被害に、今や国を挙げて全国的
に、土砂災害について「土砂災害警戒区域」等の指定が
急務となっているからです。山間部を多く有する西多摩
地区の地域特性を踏まえた「土砂災害等の自然災害に備
えた防災まちづくりの強化」を、項目として標記した方
が良いと考え、指摘したものです。快適で住み続けられ
る都市づくりの推進を考え、地域防災計画に「土砂災害」
を明文化することを提案いたします。これは総合計画、
基本構想の策定なのですから、「…ことに由来しておりま
す。それも想定しています」では、説得力がありません
ので、今後一緒に議論していけるよう、明文化した方が
良いと判断いたしました。

参考として、他審議会委員から、市民生活、環境分野の
項で第二節土砂災害への対応を記載するべきと考えま
す。との意見に対して次のように回答しています。

市の回答
いただいたご指摘から、現状と課題に、土砂災害警戒区
域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の制
定やその趣旨、「土砂災害警戒区域」（通称：イエローゾ
ーン）と「土砂災害特別警戒区域」（通称：レッドゾーン）
の指定について、記載を加えます。

・第２節安全な暮らしを守る地域づくりの推進の現状と
課題に下記文言を記載します。
（変更後）
平成 12 年、国において「土砂災害警戒区域等における土
砂災害防止対策の推進に関する法律」が制定されました。
本法に基づき、東京都により市内では「土砂災害警戒区
域（通称：イエローゾーン）」778 か所、「土砂災害特別
警戒区域（通称：レッドゾーン）」740 か所が指定されて
いることから、地域防災計画等を踏まえ、土砂災害に対
する取り組みを進める必要があります。

☆上記の回答内容を踏まえますと、「第１節快適で住み続
けられる都市づくりの推進」の箇所に「地震災害、風水
害、土砂災害等に備えた防災まちづくりの強化」の記載
がある方が文脈が明確となります。

現在の災害の考え方として、土砂災害は、地

震や豪雨に伴い発生するものと認識しており、

地域防災計画の震災編、風水害編のそれぞれに

おいて、土砂災害への対応が位置付けられてい

るところとなっているため、震災・風水害と土

砂災害と横並びで記載することは困難です。

しかしながら、本市の地域特性上、土砂災害

への対応が重要であることはご指摘のとおり

であり、市の防災やまちづくりにおきまして

も、土砂災害の対策が位置付けられているとこ

ろでありますので、次のとおり、記載を変更さ

せていただきます。

（変更前）

３ 震災・風水害等に備えた防災まちづくり

（変更後）

３ 震災・風水害、これらに起因する土砂災

害などに備えた防災まちづくり
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4 新市街地の形成に民間が主体となって行うのはと

ても良いと思うが、どのような企業が参画するの

か。

この箇所は、市内の一団の土地に対する民間事

業者による土地区画整理事業又は開発等を想定し

たものとなります。企業としては、土地利用等を

業務として行う事業者等が該当します。

4 空き家対策について：②空き家対策は、防犯上、防

災上から、早期対策が必要です。記載されている対

策の他に、高齢者の居場所対策も入れてほしい。「住

み慣れた地域でいつまでも生活できる」ことが高齢

者対策でもあり、地域でも活用出来るよう管理対象

にしてほしい。

空き家対策につきましては、市が令和２年５月

に策定した「空家等対策計画」に基づき、取組を

進めていくこととなります。

ご提案いただいた空き家対策の早期の取組につ

きましては、同計画の第５章「空き家対策に関す

る具体的施策」において、空き家の発生抑制に関

する啓発活動や空き家の維持管理に向けた体制づ

くりとして位置付けられております。

また、空き家を高齢者の居場所として活用する

ことにつきましては、今後、空き家の利活用を検

討することとしておりますので、その歳の手法の

一つとして受け止めさせていただきます。

6 １②魅力ある景観づくりの推進施策の方向性が見

えないので、例えば、景観法の適切な運用、環境基

本計画に沿った取り組みの推進等の意味合いを加

えてはどうか？

現在、改定作業中の都市計画マスタープランに

おいて、市民参加や地区計画制度などを活用した

景観形成の取組を検討しております。

また、本市は、景観法に基づく景観行政団体で

はないことから、東京都の景観計画に基づき、規

制や誘導が図られます。

いただいたご指摘や上記の状況から、次のとお

り、表記を変更いたします。

（変更前）

豊かな自然環境や歴史・文化、市街地などの地

域特性を生かした景観づくりを進めます。

（変更後）

豊かな自然環境や歴史・文化、市街地などの地

域特性を生かし、市民参加や諸制度を活用した

景観づくりを進めます。

6 ２項①については、市管理の公園は良いが、私の住

んでいる地域は、町内会の管理している３つの公園

だけ。公園の管理は町内会で行い、整備はボランテ

ィアで行っている。大変で、他にもあると思う。対

象にしてほしい。

町内会の管理している公園は、「民間遊び場」と

して位置付けられている公園であると思います。

民間遊び場につきましては、税の減免のほか、

民間遊び場補助金交付要綱により、一定の支援を

させていただいております。

市が設置する公園（都市公園、都市公園以外の

公園）は、一定の基準に基づき設置しているもの

であり、民間遊び場をこれらと同様に扱うことは

困難ですが、地域の憩いの場として、先に述べた

ような手法により、今後も支援を継続していきま

す。

7～

又は

31～

令和元年東日本台風（台風第 19 号）では、貴市に

おいても、秋川の溢水や堤防決壊などにより、大き

な被害が発生しております。

このような台風や豪雨が激甚化していることを

「現状と課題」欄に、これらへの対策について「施

策の内容」欄にさらに具体的に記載するなど市の対

応をより明確にされると、住民の安心につながると

考えます。

河川整備計画の策定等に当たりましては、昨今

の豪雨の状況なども、現状として捉え、計画策定

の基礎資料の一つとする予定です。

こうしたことを踏まえ、いただいたご指摘から、

河川整備に当たり、昨今の気象条件の変化を視野

に入れて検討する旨を追記させていただきます。
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第２章：産業振興分野

頁 指摘事項 市回答

18 コロナ禍において、都内なのに密を避けて、自然に

触れられる近場の郊外として秋川渓谷の認知度が

非常に上がったと思うが、コロナ収束後も飽きられ

ずに来てもらえるには、あきる野の魅力をどのよう

にアピールしていくかが課題。

市としましても、本市の魅力発信は、市の重要

な取組の一つであると認識しております。

このため、まちづくりのテーマとして「住み続

けたい魅力的なまち」を設定し、市の魅力発信に

関する施策を位置付けることとしました。

20 第２章第３節歩きたくなる街あきる野をめざした

観光の振興 施策の内容について

記載されている内容はポイントはついておりその

とおりでありますが、あまり実現できていない理由

を考えてみると

１）：行政単位単独で計画するため似たような小規

模イベントがあちこちで行われている

２）：継続性がないため集客アップを待てずに根付

かない間に廃止される

３）：市民から新規イベントの提案があっても経費

の面でほとんど廃案になってきた

これらを打破し実効性を上げるために、下記の文章

を 34 頁に追記する

⑥ 集客性が高く、継続可能で、コストパフォーマ

ンスが良いイベントを少数抽出し市全体のイベン

トと位置付ける。

市としても、ご指摘の点はその通りであると認

識しており、ご提案いただいたような条件を満た

すイベントについては、自然に市全体のイベント

となっていくものであると考えております。

このため、取組としてイベントを抽出するので

はなく、イベントを実施する中での展開を見守っ

ていきたいと考えております。

22 正直なところ、市内の共同直売所の魅力度が低い。

地元民にとっては新鮮な野菜を購入できる場所と

して十分かもしれないが、観光客などがわざわざ寄

るようなワクワク感が無い。

ご意見として承り、今後の農業振興策の参考と

させていただきます。

なお、秋川及び五日市の両ファーマーズセンタ

ーに状況を確認しましたところ、土日は午前中に

野菜等が売り切れになることもあり、一定の需要

はあるようであるとのことでした。
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第３章：市民生活・環境分野

頁 指摘事項 市回答

28 第 1節現状と課題２

町内会・自治会は、地域コミュニティの中心的な役割を

果たし、今後も生活に密着したコミュニティとして、・・・

役割が大きくなり、重要性がますます高まっていて、そ

の支援が求められているとされており、施策内容の地域

コミュニティの活性化の①町内会・自治会への加入促進

で、転入者及び未加入者に対する町内会・自治会への加

入の案内や不動産協会・宅地建物取引協会等の協力によ

る加入呼びかけなど、地域コミュニティへの基礎となる

町内会自治会への加入促進をしますとされていますが、

未加入者への呼びかけは、両協会では役違いであると思

われることから、加入促進におけるバックボーンとして、

町内会・自治会の存在意義、必要性を強調する文言をプ

ラスして挿入できないか

総合計画の中では入れられないと思うが、例えば「町

内会・自治会活性化条例の制定」など市民イメージ高揚

につながる施策等

※町内会・自治会加入率はここ数年凋落傾向は著しく、

町内会・自治会の存続すらなくなるのではと危惧してい

る。

本市への転入者等に対し、不動産協会、宅地

建物取引業協会のご協力のもと、町内会・自治

会の案内等を行っていただいております。こう

した取組について、具体的な効果の把握には至

っておりませんが、町内会・自治会を知るきっ

かけの一つとして有効であると考えており、今

後も継続していきます。

本計画において、市として、町内会・自治会

の重要性に関する表記はかなり工夫したところ

であり、これ以上の協調は、表記上のバランス

を逸することとなるため、難しいと考えており

ます。

また、町内会・自治会への加入に関する条例

は、他自治体での例があります。ただし、条例

制定には、一定の議論が必要であるため、現段

階において、第二次総合計画の施策として位置

付けることは難しいと考えております。

このため、町内会・自治会加入促進の条例制

定につきましては、ご提案として受け止め、町

内会・自治会の加入促進策の可能性の一つとし

て、担当課に伝えさせていただきます。29 ①町内会・自治会の加入促進について：加入者が年々減

少し、解散する町内会・自治会も出ており、地域コミュ

ニティ影響、行政、地域福祉等への影響も大きい。対策

として、不動産協会、宅地建物取引業協会の協力を得る

とあるが、「協力を得る」程度では効果ないと思う。平成

２０～２１年度にかけて、連合会で実施したがほとんど

効果なかった。やるのなら、町内会・自治会に入ること

を前提とした取引にしないと効果ない。

②市民＝町内会・自治会加入者のように条例での制定を

検討してください。

31 第２節現状と課題２

地域防災計画に基づき、災害に強いまちづくりと地

域力の強化を図るために設立した防災・安心地域委

員会などと連携し、・・・を防災・安心地域委員会、

町内会・自治会などと連携し、として町内会・自治

会を加筆できないか、

市としても、町内会・自治会活動の一環とし

て、防災等に取り組まれていることを承知して

おります。

このため、ご指摘のとおり、町内会・自治会

を加えさせていただきます。

31 現状と課題３の「災害による強いまちづくり」を「災害

に強いまちづくり」に文言修正する。

日本語として不適切な表現でしたので、ご指摘の

とおり修正させていただきます。
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第４章：保健福祉分野

31

・

33

消防団について：消防団は災害には無くてはならない団

体で、定員割れを起こしている。以前、定年延長を提言

したことが有るが、今も変わっていない。今、６０，７

０歳の消防団員はあちこちで出ている。定年延長すべし

と思う。

市としても、消防団の人員確保については、様々

な工夫により取り組んでいく必要があると認識して

おります。

ご提案いただいた手法につきましては、消防団の

人員確保に向けた手法の一つとして、担当課に伝え

させていただきます。

32 第２節現状と課題６

また、特殊詐欺は手口が様々で巧妙化しているため、地

域、金融機関、警察等様々な関係機関と連携し、被害防

止対策に取り組む必要があります。地域を町内会・自治

会に替えるか加筆できないか

※地域防災リーダーは町内会・自治会自主防災組織の一

員であることと、また、特殊詐欺への取り組みとして、

年金支給日には町内会・自治会長等が金融機関前立ち合

いを実施し声かけをしているための理由。このことにより

町内会・自治会の位置づけも繋がる。

ここで示す地域は、現段階において、町内会・

自治会が想定されますので、ご指摘のとおり、

地域を町内会・自治会と変更させていただきま

す。

34 施策内容４ ②平和を学ぶ取組の推進

前回も 2名の委員から意見があり、少しニュアンスが変

わったようですが、平和の尊さ、核廃絶に異論はありま

せんけれども、市民の意識啓発に、市民を広島に派遣す

る取組のイメージが湧きません、何故広島（長崎もある）

なのか、規模は、恒常的にやっていくのか、平和に関す

る意識啓発の取り組みは、市民の広島派遣に括るのでし

ょうか

平和を学ぶ取組につきましては、平和に関する展

示の継続などによる「平和に関する意識啓発」と、

広島派遣などの「平和を学ぶ取組」といった段階を

設けて取り組んでいく予定です。現段階において、

平和を学ぶ取組は広島派遣が具体的な想定であるた

め、派遣地として広島を例示させていただきました

が、長崎派遣を否定するものではなく、具体的な事

業内容については、今後、検討していくこととなり

ます。

頁 指摘事項 市回答

42 第１節の「現状と課題」において、「インフルエンザ予防

接種」という文言があるが、これはインフルエンザだけ

でなく、新型コロナウイルスも言及しておくべきではな

いか。

新型コロナウイルス感染症は、現在継続中の事案で

あり、現段階において、明確に現状と課題と示すこと

が困難な状況にあります。このため、「感染症の発生

予防や蔓延防止のための予防接種の充実などが求め

られています。」との表記に留めさせていただきまし

た。

新型コロナウイルス感染症への対応につきまして

は、計画上の位置付けの有無に関わらず、市民の皆様

の生命・生活を守る上で、最重要な課題の一つである

と認識しておりますので、状況が様々に変化する中、

まずはワクチン接種等に取り組んでまいります。
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45 第２節の６のところにおいて、新制度だけでなく、

幼児教育・保育の無償化も触れておいたほうがいい

のではないか。

ご指摘のとおり、加筆をさせていただきます。

変更前

６ 国においては、平成 27 年４月から幼児教育・

保育や地域の子ども・子育て支援を総合的に推進

する子ども・子育て支援新制度により、子育てし

やすい社会の実現に向けた取組が進められてい

ます。

変更後

６ 国においては、平成 27 年４月から幼児教育・

保育や地域の子ども・子育て支援を総合的に推進

する子ども・子育て支援新制度により、子育てし

やすい社会の実現に向けた取組が進められてい

ます。

また、令和元年５月１０日に子ども・子育て支援

法の一部を改正する法律が成立し、同年１０月１

日から幼児教育・保育の無償化が始まりました。

48 ノーマライゼーション、人権の尊重を謳っている

が、障碍者のみでなく、LGBT への理解なども含め

ることはできないか。パートナーシップ制度の導入

を検討してもらいたい。

ご指摘の LGBT に関する取組につきましては、

現在の施策分類上、男女共同参画に位置付けられ

るものとなっております。

LGBT への理解等につきましては、第５章第１

節の人権尊重教育の推進のうち、２男女共同参画

社会の実現において、表現を大枠なものに代えて

位置付けております。

また、パートナーシップ制度の導入につきまし

ては、東京都の動き、本市における制度の必要性

等を勘案しながら、男女共同参画の取組の一つと

して、研究等を進めていきます。

52

・

53

介護人材について：外国人材確保と名指ししている

が、特に必要なのは、在宅介護の人材不足で、在宅

介護は、外国人より、日本人介護者を求めている。

あきる野は、今迄、特養の介護が 70％、在宅介護

が 30％で国や都は在宅介護が 70％で正反対。外国

人材指定しているような書き方で問題。外国人材は

受け入れない特養もあると聞いている。日本人材の

受入方法も検討すべきと思う。

市では、介護人材の確保のため、外国人材の確

保に取り組むこととしておりますが、これは、あ

くまでも取組の一つであり、介護人材不足の全て

を外国人人材で補おうとするものではありませ

ん。

ここに記載がありますとおり、就職準備金や資

格取得支援への補助など、日本人材の確保に向

け、必要な取組を進めていきます。

55 支え合いまちづくりについて：人口減、少子化が深

刻化することで、地域全体で支え合うまちづくりが

必要であることは指摘の通りだが、これは「向こう

三軒両隣」が出来て「支え合い」ができると思う。

向こう三軒両隣をどう進めるか検討するのが先決

と思う。

ご指摘の向こう三軒両隣づくりをどう進める

かにつきましては、第３章の第１節連帯・交流に

支えられた豊かな地域社会の形成と多文化共生

社会の推進の中で取り組んでいきたいと考えて

おります。
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第５章：教育・文化・スポーツ分野

第６章：行財政分野

頁 指摘事項 市回答

81 広域行政・広域連携について、広域行政圏や一部事

務組合をはじめ、様々な取組の記載がありますが、

P45～47 に記載のとおり、観光分野でも近隣自治体

や観光協会、観光事業者等との多くの連携の取組が

ありますので、「施策の内容」欄などで、このよう

な事例等を記載しても良いと考えます。

ご指摘のとおり、市では、様々な行政課題に対

応するため、色々な自治体と連携しています。ご

指摘の観光に関する連携につきましても、第６章

の第５節広域行政・広域連携の推進のうち、２広

域連携の推進において、施策として位置付けさせ

ていただきました。

頁 指摘事項 市回答

64 学校区について：小中一貫教育の推進とあるが、小

学校で一貫教育を受けていた中学校を、中学に上が

る時、学校区以外の中学校に行くことがどうなの

か。私は、毎朝、学童見守りで立っているが、３校

の中学生が通る。小学生の時は皆一緒なのに。学校

区は守るべきと思います。

先にお答えした内容と重複しますが、現在、

本市においては、「学校通学区域に関する規則」

により、通学する学校を指定しております。た

だし、保護者からの申請により、特別な事情が

あると認められる場合には、指定学校の変更を

認めております。

この通学区域制度の弾力化は、文部科学省か

ら通知されたものであり、児童生徒の可能性や

保護に関連する面もありますので、ご理解くだ

さいますようお願いいたします。

66 「幼児教育の振興」に関して、保護者の負担軽減だ

けでなく、幼児教育の質の向上も取り上げるべきで

はないか。

第４章における幼児教育の表記を踏まえ、ご

指摘のとおり、幼児教育の質の向上について、

加筆いたします。

変更前

⑦ 幼児教育の振興の支援

国や東京都の補助制度を活用して保護者の負担

軽減を図るなど、幼児教育の振興を支援します。

変更前

⑦ 幼児教育の振興の支援

国や東京都の補助制度を活用して保護者の負担

軽減を図るなど、幼児教育の振興を支援すると

ともに、幼児教育の質の確保・向上への取組を

進めます。
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重点施策（たたき台）

頁 指摘事項 市回答

5 みんなが支え合い、育てあうまち について

・それぞれの視点の下に【主な対象】という表記がなぜ

必要なのか、意図が分からない。

・「デジタル化に対応した学校教育の推進」

将来都市像でも謳われているように東京とは思えないよ

うな「豊かな自然」とそこに住む「人々の温かい絆」が

あきる野市の特色・魅力として挙げられる。

現代社会では大人だけでなく子どもたちの生活にもスマ

ホやゲーム機、PC が普及し、画面越しの世界と実生活の

境目がなくなり、生活にリアリティが感じられずバーチ

ャル世界の中で生きているような錯覚を陥る人も多い。

しかし、身近にある自然の恵みや厳しさの中で五感をフ

ルに働かせて様々なことを体験・経験することにより、

自然と共生しつつ、この先将来がどのような環境になっ

ても生き抜いていける人間を育てていけるのではない

か。

また、地域コミュニティの充実も子育てや教育には欠か

せない視点である。教育とは本来学校に任せきりにする

ものではなく、家庭・学校・地域がそれぞれの役割と責

任を果たし、相互に連携・協力をして社会全体で子ども

たちの成長を見守っていくべきものと考える。

豊かな自然と温かな人々の絆の中で様々なことを体験

し、コミュニケーション能力を育む中で主体性を持った

人間を育てるという視点は「子育てしやすいまち」とも

言える。

以上のことから「デジタル化に対応した学校教育の推進」

という視点だけではせっかくのあきる野の良さ、素晴ら

しい魅力が伝わらない懸念がある。

「ふるさとを誇りに思う人づくりと、あきる野の香りが

する「あきる野っ子」が育つ教育」という本市の教育大

綱の基本理念をもう少し取り入れた表現にしていただけ

ればと思う。

・「スポーツの推進」

①ライフステージ・ライフスタイルに応じたスポーツの

推進となっているが、これも③市の特性を生かしたスポ

ーツの推進、身近な地域の豊かな自然環境を活かしたウ

ォ―キングなど、市の特性を生かしたスポーツ活動を推

進する。を重点施策の中に組み込む方が本市の特色が伝

わり、良いのではないかと思う。

【主な対象】は、世代ごとの偏りがなく、取組
を位置付けるに当たり、その目安としたものとな
ります。
基本計画の本文においては、表記にて対象をイ

メージできるよう工夫し、【主な対象】の記載は
削除いたしました。

ご指摘等から、教育委員会とも調整し、重点施
策として、「ふるさとを誇りに思う人づくりと、
あきる野の香りがする「あきる野っ子」が育つ教
育」という教育大綱の基本理念を踏まえた「地
域・家庭における青少年の健全育成」を追加いた
しました。

ご指摘から、「③市の特性を活かしたスポーツ
の推進」を重点施策に追加いたします。

- 総合計画では、この地域をどのように活性化して

いくのかを描くことが大切である。とうもろこし、

秋川牛、のらぼうといった特産品など、本市の魅力

をどのように発信していくかを考える必要がある。

本市の活性化を図るために、本市の魅力を市内

外に発信することは、非常に重要なことであると

認識しております。こうしたことから、まちづく

りのテーマ５「住み続けたい魅力的なまち」を設

け、観光プロモーション、シティプロモーション

に取り組んでいきます。

- 重点施策に関しては、基本計画の各論がＳＤＧｓ

とどう関連しているのかを例示できるとよいので

はないか。

この度の総合計画と SDGs との関連性は、時代

背景等から、明確化するべきであると考えており

ます。

このため、施策のまとまり（節）ごとに、関連

する SDGs を示すとともに、一覧として整理する

予定です。
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指標の設定

全体をとおして（意見・感想）

頁 指摘事項 市回答

- 指標の設定については、可能な限りアウトプットで

はなくアウトカムを意識した設定にし、エビデンス

ベースで点検・評価・管理できるようにすることが

望まれる。

市としましても、可能な限り、アウトカム（成

果）指標を採用したいと考えております。ただ

し、施策上、アウトカム指標を設定できない場

合には、アウトプット指標、インプット指標を

用いる場合があります。

意見・感想 市回答

各所で人口減少という言葉が出てくるところが気になりまし

た。増戸地区には花見山という山があり、私が子供の頃は頂上へ

登れば見はらしがすばらしかったです。今は手が入っておらず残

念です。観光資源としては有望と思います。

花見山につきましては、ご意見として承り、担当

部署に伝えさせていただきます。

人口減少は本市においても避けられない事態であ

ると受け止めております。このため、本総合計画は、

人口減少をいかに抑制できるかが目標の一つである

と考えております。

定住人口の増加に取り組むとともに、人口減少に

対応したまちづくりを進めていく必要があると考え

ておりますので、ご理解くださいますようお願いい

たします。

健康増進計画、介護保険事業計画、地域福祉計画等個別計画が

有るが、本来本総合計画があって、個別が有ると思うが、どちら

が先か分かり難い。

ご指摘の個別計画は、専門的な検討を経て、最近

策定されたものとなります。

このため、行政計画としての位置付けは総合計画

が上位となりますが、個別計画と総合計画の整合性

を図る観点から、個別計画も十分に尊重する必要が

あると考えております。

現状と課題が一緒になっていて、読みにくいし理解しにくい。

現状と課題を分けて記述することをご検討ください。併せて、1

から番号が振られています。この番号の意味が不明です。順番や

重要度を示すものでなければ、不要ではないでしょうか。誤解を

招きます。

ご指摘から、基本計画第１章を現状と課題とで分

けて記載するとともに、現状と課題から、番号を削

除しましたので、ご確認ください。

ご確認いただき、第１章の表記が適切であれば、

第２章から第６章も同様に変更いたします。

基本方針が読ませる内容(長々と説明してあり、じっくり読まな

ければ理解できない内容)になっています。箇条書きに簡潔で、読

みやすくわかりやすいものにできないか検討ください。

ご指摘から、基本計画第１章について、基本方針

を箇条書き化しましたので、ご確認ください。

ご確認いただき、第１章の表記が適切であれば、

第２章から第６章も同様に変更いたします。
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施策内容に付されている、1からの番号と①からの番号の意味が

不明です。順番や重要度を示すものでなければ、番号は不要です。

●や・で示したほうが誤解を招くことがないと思います。また、

説明内容が読ませる内容になっています。より簡潔に、可能であ

れば箇条書きで示すことができないでしょうか。

ご指摘から、基本計画第１章にについて、現状－

課題－対策（施策）を意識し、表記を再度精査させ

ていただきましたので、ご確認ください。

ご確認いただき、第１章の表記が適切であれば、

第２章から第６章も同様に変更いたします。

施策の番号につきましては、後々、本計画から施

策を引用する場面において、施策を指し示す基準と

なるものですので、ご理解くださいますようお願い

いたします。

重点施策(たたき台)について：3ページ目のテーマとまちづくり

の方向性については、重点施策を理解するうえで必要なマトリッ

クスの図です。しかし、その図を見ると、保健福祉に係るテーマ

が 1つであり、保健福祉を重視していないようにみえる。そのた

め、保健福祉に係るテーマを１つ増やす。また、テーマについて

も、１と２、および４はどこにでもあるテーマなのでよいのです

が、３についてはあきる野だけのテーマなので重要視すべきでし

ょう。したげって、3のテーマに係る保健福祉と行財政の項目を

増やし、すべての方向性に 3のテーマが関わるようにするほうが

「あきる野市の総合計画」としては望ましいと思います。ご検討

ください。

ご指摘から、保健福祉分野とまちづくりのテーマ

の関わりについて検討し、まちづくりのテーマ３「安

全・安心なまち」に保健福祉分野から、「保健・医療

等の充実」を追加いたしました。重点施策の内容な

どは、資料と基本計画をご確認ください。

指標設定について（案）：KPI を設定し、それに関連して評価する

ことは当然やるべきことだと思います。その際、PDCA サイクルに

基づく評価・管理が良いかどうかは検討の余地があります。PDCA

サイクルのメリットとデメリットがあり、それとは異なる評価・

管理システムもあります。指標の設定は無理な目標設定でなく、

実現可能なものにしてください（ハードルを低くする必要はあり

ませんが）。加えて、計画や施策の進捗状況を評価・管理する組織

（外部）をつくることも必要になります。

指標の設定につきましては、個別計画との整合性

や国の動き等を考慮し、根拠を持った数値とさせて

いただく予定です。

施策の進捗状況の評価・管理する組織につきまし

ては、今後、進捗管理の手法を定める上で、検討さ

せていただきます。

１快適で安全・安心なまちの保健福祉分野に公衆衛生に関する取

組が必要ではないでしょうか？

ご指摘から、テーマ３「快適で安全・安心なまち」

と保健福祉分野の関わりを精査し、保健福祉分野か

ら、「保健・医療等の充実」を追加いたしました。重

点施策の内容などは、資料と基本計画をご確認くだ

さい。

全体的に「施策の内容」の部分の記載が薄い感じがします。もう

少し具体性を持たせられたら、説得力が増すと思います。

今後、全体の内容を確認する際に、ご指摘も踏ま

え、表記などを精査させていただきます。

〇定住化促進策について

今後、人口の減少が見込まれる一方、コロナ禍で、テレワークな

どにより働き方や暮らし方が大きく変わる中で、人口が都心から

郊外に移転する傾向が続いています。このような動きをチャンス

と捉え、移住や定住に関する取組や方向性を検討することは重要

と考えます。

市としても、新型コロナウイルス感染症の感染拡

大に伴う生活様式の変化は、郊外に位置する本市に

とって、好機の一つであると認識しております。

基本計画の産業振興分野においても、デジタル・

トランスフォーメーションなどの動向を踏まえ、地

域の産業の更なる推進に取り組むとしておりますの

で、こうした取組を通じて、定住化促進につなげて

いきたいと考えております。
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（１）総合計画の取り組みについて
今回の審議委員会の最初に、総合計画の各分野で現状と課題、基
本方針、施策の内容等について、専門部会に分かれて議論や意見
交換をしたらどうか、議論を深めることにより課題の提起、共有
がされ、総合計画としての位置付けになるとの意見を述べさせて
いただきました。しかし、今回の審議会は全体審議になっており、
短い時間の中で深い議論はできず、時にはすれ違った内容になっ
てしまうことがあります。
さらに、コロナ禍での審議会では時間の制約、書面開催等による
方法がとられ、議論ができず、文書による意見、指摘では述べた
いことが十分伝わりません。
最初の（第一次）総合計画審議会で実施した専門部会方式は、「都
市・産業・生活部会」「福祉・教育部会」の二分野に分かれ、「基
本計画、施策検討等」にそれぞれ集中議論を行いました。各部会
とも二回の開催に約５時間の議論を行い、課題の提起、共有をす
ることができました。
今回は行われていませんが、今後の（第三次）総合計画審議会で
はぜひこの形式を検討いただければと思います。また、当時、総
合計画に携わった委員より計画の達成状況について、第一次総合
計画での発言がきっかけになり、ごみ集積所から、戸別収集へと
変わり、ペットボトルの回収もされ、まちがきれいになりました。
これらは市民目線で実感してよくわかる事例です。との意見に対
し「計画の達成状況を客観的に把握するため、現在策定している
総合計画では進捗を把握する指標を設定する予定です」との回答
をいただきました。今後の総合計画を策定する上でも、重要にな
ると思いますので、ぜひお願いいたします。
（２）たたき台に対する意見と回答を見て
１.一般市民から見て、専門用語が多くわかりにくい、もっとわか
りやすい言葉を使わないのでしょうか、例えば「都市のスポンジ
化」「コンパクトシティ」これらは、国の検討委員会の報告書、専
門家が検討した時に創られた用語ではないでしょうか、市民に分
かりやすい表記にしていただきたいと思います。
２．武蔵引田駅の乗降者数は、区画整理後、増えるのではないか、
それに対応する駅舎の改築、交換駅化にして列車本数を増やすべ
き方策を立てるべきではないでしょうか、との意見に対して回答
をみると「市の実施できる取組としては、市が主体となった公共
交通網の構築…市民への意識啓発…公共交通を利用する意識の喚
起…総合計画の主体はあくまでも市であることから…市としてで
きることに尽力したい…」しかし、この計画は将来構想、長期総
合計画であり市がそのような考えを持ち続けないと、将来なぜそ
の時に考えなかったのかを問われます。あきる野市のあるべき姿
を描き、鉄道管理者に要望するなり、バックアップしていくべき
ではないでしょうか。同様なことが多摩都市モノレールの推進に
も言えます。多摩地域を連環してつなぐという大きなプロジェク
トにもっと積極的にかかわることが重要であり、あきる野市の発
展にも寄与することであると考えます。
（参考）
第一次総合計画（現計画）の１「自然と都市機能の調和した暮ら
しやすい都市をめざして」
③安全で利便性の高い都市基盤の充実
この中に、「市民の日常生活において、道路、下水道などのライフ
ライン、鉄道などの都市基盤は欠かすことができないものであり、
快適に暮らすためにはその安全性や利便性の確保が求められま
す。道路については…の整備を進めていきます。また、圏央道の
整備に合わせ……計画的な整備を進めることにより……双方の役
割分担と連携を図ります。……また、総合的な交通体系の整備を
進めていきます。市内と市外を結ぶ JR 五日市線は、市民の暮らし
や産業活動に非常に重要な役割を果たしており、複線化などの輸
送力の強化に向けた取り組みを進めていきます。加えて、多摩都
市モノレールのあきる野市への延伸を推進します。さらに、市内
各地域間の交流の推進や公共施設などへの利便性向上を図りま
す。」と記載されています。
このように大きな方向性とともに前向きに取り組むことこそ、「自
立性の高い都市形成に向けての取り組み」とする、あきる野市の
姿勢ではないでしょうか。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、第

二次総合計画の取りまとめにおいて、予定していた

審議ができず、十分な議論ができていないことは、

事務局としましても大変心苦しく思っております。

ご提案いただいた専門部会による議論につきまし

ても、基本計画の取りまとめに伴い、設置を検討い

たしましたが、新型コロナウイルス感染症の影響か

ら、実現には至らず、申し訳ありませんでした。

特殊状況下での計画策定業務を通じて、事務局と

しましても課題の蓄積を行っております。

これらにつきましては、今後の総合計画の改定等

に伴い、活かしていきます。

表記につきましては、用語解説を加えるとともに、

より分かりやすい表記となるよう、精査させていた

だきます。

ご指摘のとおり、総合計画につきましては、市の

望ましい将来像を描き、その実現に向けた取組を描

くものであります。

ご指摘いただいた多摩都市モノレールの延伸、五

日市線の増強につきましては、市の発展に寄与する

ものとして、現在も要望活動を継続しておりますが、

計画期間中の１０年間での実現は非常に厳しく、ま

た、市としても、実現に向け、より強力な取組を展

開できる状況にないため、第二次総合計画の基本構

想案、基本計画案では、「公共交通の充実」といった

大くくりの位置付けとしております。

ご指摘はごもっともであり、将来都市像という性

質上、大きな方向性とともに前向きな取組を打ち出

したいところでありますが、様々な状況を考慮した

上での記載でありますので、ご理解くださいますよ

うお願いいたします。
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あきる野市を活性化していくための方向性について

・本市の発展に向けては、事業者との連携も進めていく必

要がある。例えば、今後、稼働が予定されている H.U.グル

ープホールディングスとの連携など、市の発展に生かせる

よう考えてもらいたい。

・本市の発展には、人材が必要であり、それには、人材の

育成が必要である。小中学校における教育は進めているこ

とと思うが、今後は、高校生以上の人材育成も必要である。

特に、本市の特長である自然環境を生かした教育ができる

とさらに良い。

・本市の特長の一つとして、農業がある。地域活性化の起

爆剤の一つとして、若者の就農をさらに後押しするという

方法もある。こうしたことも検討してもらいたい。

来年から稼働が予定されている H.U.グルー

プホールディングス様につきましては、健康づ

くりなどの様々な面で連携ができたらと考えて

おります。現段階で、具体的なお話はできてお

りませんが、機会を捉えて、調整していきたい

と考えております。

ご指摘のとおり、市としましても、将来を担

う人材の育成は、大変重要なことであると考え

ております。市では、現在、都立五日市高校様

と「東京都立五日市高等学校における課題解決

力の高い地域人を育成する「五日市メソッド」

開発に向けた連携に関する協定」を締結し、同

校における学習活動等の支援を行っておりま

す。

こうしたことを通じて、市としても、人材育

成に取り組んでいきたいと考えております。

ご指摘のとおり、本市が進める地産地消型農

業は、本市の特長の一つであると認識しており、

後継者の確保や育成が課題となっておりまりま

す。

このため、基本計画に示しておりますとおり、

農業経営者の支援、確保・育成に関する取組を

進めるとともに、農業体験による誘客など、農

業振興策の研究・検討を進めていきます。


